
貧
乏
く
さ
い
？ 

い
や
い
や
い
や
！

こ
れ
ぞ
知
恵
、
こ
れ
ぞ
歴
史

れんこんや
京都市中京区木屋町通三条下ル山崎町236
☎075（221）1061　17:00～23:00／日休

創業は戦後すぐの1950年。先代はれんこんやになる前、魚屋の配給時代も経
験していて「配給に魚があったら『魚がキタ！！！』という感じだったでしょうね」と
も。今も扱う魚はメザシやニシン、棒鱈、モロコにゴリなど庶民魚が多い。ち
なみに辛子レンコンは、創業当時に熊本出身の知人から作り方を教わったそう

現
在
は
「
あ
る
と
き
だ
け
」
の
「
若
狭
カ
レ
イ
」
は
サ
イ
ズ
に
応
じ
て
１
６
０
０
円
〜
２
５
０
０
円
ほ
ど
。
写

真
の
身
の
長
さ
12
㎝
ほ
ど
で
１
７
０
０
円
。
焼
き
と
刺
身
で
。
刺
身
に
添
え
る
の
は
酢
醤
油
。

屋
号
に
ち
な
む
辛
子
レ
ン
コ
ン
も
名
代
で
は
あ
る
の
だ
が
、
今
回
は

三
代
前
か
ら
の
ぬ
か
床
で
漬
け
た
「
漬
け
物
」
６
０
０
円
を
。
地
味
と

思
う
な
か
れ
。
こ
う
い
う
品
に
こ
そ
店
の
実
力
が
潜
む
。
茄
子
、
胡

瓜
、
壬
生
菜
な
ど
、
生
姜
醤
油
な
し
で
も
立
派
な
酒
肴

［労災保険］仕事中、通勤途中のけがや疾病によって、治療や休業が必要な場合に治
療費や休業補償給付などを行う保険。［雇用保険］従業員が仕事を辞めなければならな
くなったときに、次の就職先が決まるまでの生活保障。［代行委託のメリット］①面倒
な事務手続きを任せることで、事業に専念できる。 ②労働保険料分納可能（年3回）③
家族専従者も労災保険に加入可能（特別加入）

労働保険の
メンテナンス
代行します 京都府料理飲食業福祉厚生事業協会☎075(252)0287お問い合わせ

飲食店経営にとっても重要な、労災保険と雇用保険を合わせた「労働保険」。
京都府料理飲食業福祉厚生事業協会が、この事務処理を代行します。

　京都府料理飲食業福祉厚生事業協会が、
折に触れ対象事業者への加入を求めている
労災保険と雇用保険からなる労働保険。
　そのうち雇用保険について、令和５年度
の雇用保険料率が下記の通り改定された。
　これはコロナ禍に多くの事業所が利用し
た雇用調整助成金の財源の一部が雇用保険
料から賄われていたことや、新型コロナウ

イルスの影響により失業給付が増
えたための引き上げとなる。
　労災保険は国が行う保険制度で、
パート、アルバイトを含め１名でも
従業員を雇っている場合、強制加入
であり、未加入時に労災事故が発生
した場合、重い罰則があるので、遵
守されたい。

令和５年４月より
雇用保険料率が引き上げに

「
即
・
脱
マ
ス
ク
」
と
は
い
か
な
い
中

府
の
新
た
な
指
針
と
は
？

　

京
都
有
数
の
繁
華
街
。

木
屋
町
、
そ
れ
も
西
木

屋
町
で
ひ
と
き
わ
趣
あ

る
有
名
店
だ
。
江
戸
末

期
、
彦
根
藩
士
が
住
ま

う
五
軒
長
屋
の
ひ
と
棟

だ
と
い
い
、
往
時
の
遺

構
を
見
ら
れ
る
だ
け
で

も
価
値
あ
る
１
軒
。

　

三
代
目
の
女
将
、
伊

藤
美
紀
さ
ん
に
よ
る
と
、

と
思
た
こ
と
は
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
飲
み
屋

の
女
将
で
す
。
こ
の
カ
レ

イ
か
て
、
焼
く
だ
け
で
す

し
、
考
え
た
ら
貧
乏
く

さ
い
食
べ
方
で
す
よ
ね
ぇ

（
笑
）」。い
や
い
や
い
や
！ 

と
ん
で
も
な
い
。
貴
重

な
魚
。
そ
れ
を
部
位
ご

と
に
残
さ
ず
い
た
だ
く
。

超
循
環
型
社
会
を
実
現

し
て
い
た
か
つ
て
の
日
本

人
の
知
恵
と
考
え
れ
ば
、

立
派
な
歴
史
に
裏
打
ち

さ
れ
た
料
理
だ
。

　

御
食
国
・
若
狭
か
ら

の
魚
も
昨
今
は
入
荷
が

不
安
定
と
い
う
も
ど
か

し
さ
も
あ
る
が
、
余
す

と
こ
ろ
な
く
い
た
だ
く

歴
史
の
味
、
京
の
味
で

あ
る
。

お
母
様
の
ご
先
祖
が
こ

の
地
で
若
狭
か
ら
の
魚

を
商
っ
て
い
た
ら
し
い
。

そ
の
中
に
一
塩
打
っ
た
カ

レ
イ
が
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
紆
余
曲
折
を
経
て

飲
食
店
と
し
て
伊
藤
さ

ん
の
代
に
な
っ
た
わ
け
だ

が
、
歴
代
の
常
客
が
愛

し
て
い
る
の
が
そ
の
若
狭

カ
レ
イ
な
の
で
あ
る
。
さ

て
、
そ
の
食
べ
方
。
半

身
は
刺
身
で
、
残
り
は

焼
い
て
い
た
だ
く
、
の
だ

が…

「
美
味
し
い
部
位

な
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
を

グ
ッ
と
こ
ら
え
て（
笑
）エ

ン
ガ
ワ
は
残
し
と
い
て

く
れ
は
っ
た
ら
、
お
吸
い

物
を
お
作
り
し
ま
す
」。

ウ
ッ
カ
リ
食
べ
て
し
ま

う
常
客
も
チ
ラ
ホ
ラ
で

「
そ
の
と
き
は
、
残
念
で

し
た
ね
ぇ
、
と（
笑
）」。

　

そ
ん
な
掛
け
合
い
が

ま
た
楽
し
い
。「
料
理
屋

取り扱い
やってます

連合会ではKICSカードの団体取り扱いを行うととも
に、普及を進めています。クレジットカードの利用が増
加している昨今、KICSは便利なだけでなく、手数料率
や入金頻度など、本当に使えます。メリット多数です。

クレジットカードKICS

加入のお問い合わせは 京都料理飲食業組合連合会☎075(252)0287

「一般の事業」の場合（飲食業含む）

期　　間 ①労働者負担 ②事業主負担

6/1,000 9.5/1,000 15.5/1,000

5/1,000 8.5/1,000 13.5/1,000

①＋②
雇用保険料率

令和５年４月
～令和６年３月

変更前

　

去
る
令
和
５
年
３
月

13
日（
月
）か
ら
、「
屋
外
、

屋
内
を
問
わ
ず
マ
ス
ク

を
着
用
す
る
か
ど
う
か

は
個
人
の
判
断
に
任
せ

る
」
と
い
う
政
府
の
発

表
が
あ
り
、
長
き
に
わ

た
っ
た
「
マ
ス
ク
時
代
」

も
い
っ
た
ん
の
終
幕
と

な
っ
た
。

　

と
は
言
え
、
肌
感
覚

で
は
あ
る
が
、
屋
外
で

の
マ
ス
ク
着
用
率
は
９

割
近
い
の
で
は
な
い
か
。

花
粉
症
が
本
格
化
す
る

時
期
と
重
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
日
本
人
の
慎

重
さ
は
根
深
い
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

13
日
の
発
表
前
は
、

全
く
指
針
の
発
表
が
な

か
っ
た
京
都
府
だ
が
、

よ
う
や
く
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
が
ア
ッ
プ
デ
イ
ト
さ

れ
て
い
る
。

　

あ
く
ま
で
「
マ
ス
ク

着
用
の
見
直
し
に
伴
う
、

京
都
府
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
認

証
制
度
に
つ
い
て
」
で

は
あ
る
が
、「
令
和
５
年

３
月
13
日
か
ら
」
と
い

う
く
く
り
で
店
頭
掲
示

用
ポ
ス
タ
ー
の
例
と
し

て
次
に
掲
載
す
る
。

　

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
が

京
都
に
移
転
の
文
化
庁
が

い
よ
い
よ
始
動

　

文
化
庁
が
去
る
令
和

５
年
３
月
27
日
に
京
都

に
移
転
、
業
務
を
開
始

し
た
。

　

２
０
１
６
年
に
決
定

し
た
同
庁
の
京
都
移
転

は
、
明
治
以
来
、
中
央

省
庁
初
の
地
方
移
転
と

【
訂
　
正
】
２
０
２
３
年
３
月
号
の
四
面
記
事
に
お
き

ま
し
て
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

一
面
「
言
い
た
い
放
談
」
に
「
東
山
料
理
飲
食
業
組

合 

会
長
」
と
表
記
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
東
山

料
理
飲
食
業
組
合 

理
事
長
」
で
し
た
。

こ
こ
に
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

岩
井
俊
二
監
督
作
品
に
「
打

ち
上
げ
花
火
、
下
か
ら
見
る

か
？
横
か
ら
見
る
か
？
」
と

い
う
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
が
、
上
か
ら
見
て

も
花
火
は
丸
か
ろ
う
。
ち
な
み
に
虹
も
上

か
ら
見
た
ら
円
で
あ
る
。◆
日
本
全
国
、

至
る
所
で
軒
並
み
早
い
開
花
と
満
開
が
伝

え
ら
れ
た
今
年
、
時
代
は
「
桜
と
言
え
ば

入
学
式
」で
は
な
く「
卒
業
式
」か
。
さ
て
、

今
年
の
桜
は
ど
こ
か
ら
ご
覧
に
？ 

機
会

が
あ
れ
ば
上
か
ら
ど
う
ぞ
。
い
つ
も
と

違
っ
て
見
え
る
枝
ぶ
り
も
オ
ツ
で
あ
る
。

な
る
。
業
務
の
開
始
に

あ
た
っ
て
都
倉
俊
一
長

官
は
「
文
化
芸
術
立
国

の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を

確
実
に
進
め
て
い
く
」

と
述
べ
た
。（
関
連
記
事

二
面
）

オ
プ
シ
ョ
ン
扱
い
で

あ
っ
た
り
、
従
業
員
の

手
指
消
毒
な
ど
は
元
来

基
本
事
項
で
も
あ
り
、

そ
も
そ
も
、
今
さ
ら
感

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

コ
ロ
ナ
後
も
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
な
ど
は
残
る
か

も
、
と
本
誌
１
月
号
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
触
れ

た
が
、
来
る
５
月
の
感

染
症
法
５
類
引
き
下
げ

を
前
に
、
従
業
員
の
脱

マ
ス
ク
に
つ
い
て
も
、

そ
ろ
そ
ろ
各
店
独
自
に

思
い
切
る
時
期
か
も
し

れ
な
い
と
思
う
の
だ
が
、

ど
う
か
。

箸
や
す
め

京  都  料  理  飲  食  新  聞（１）２０２３年（令和５年）４月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３５６号

https://www.kyo-ryoinren.com

京   都   料   理   飲   食   新   聞
京都府料理飲食業組合連合会　〒604-0951 京都市中京区二条通富小路東入ル 京都料飲国保会館2F　TEL.075-252-0287　FAX.075-252-0288　発行人：園部平八　編集人：竹中 聡
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組
合
長
、
理
事
長
揃
っ
て

文
化
庁
を
表
敬
訪
問

　

去
る
令
和
５
年
３
月
27
日

（
月
）
15
時
30
分
か
ら
、
寺

田
紳
一
京
都
料
理
組
合
組
合

長
と
園
部
平
八
京
都
府
料
理

生
活
衛
生
同
業
組
合
理
事
長

の
両
名
が
、
京
都
に
移
転
し

同
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
た

文
化
庁
に
赴
き
、
都
倉
俊
一

長
官
を
表
敬
訪
問
し
た
。

　

面
談
は
15
分
程
度
で
あ
っ

た
が
、
寺
田
組
合
長
が
京
都

料
理
組
合
の
三
大
事
業
「
９

月
・
魚
鳥
施
餓
鬼
」「
10
月
・

時
代
祭
（
神
饌
講
社
で
の
参

列
）」「
12
月
・
京
料
理
展
示

大
会
」
を
、
園
部
理
事
長
は

会
員
の
褒
章
、
叙
勲
へ
の
推

薦
を
主
に
会
員
の
地
位
向
上

に
努
め
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ

説
明
。
今
後
文
化
庁
が
大
き

な
目
標
と
し
て
い
る
「
食
文

化
」「
観
光
振
興
」
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
と
も
に
、
文

化
庁
の
協
力
を
期
待
し
て
い

る
こ
と
を
伝
え
た
。

京
都
府
飲
食
業

生
活
衛
生
同
業
組
合
青
年
部

京
都
府
飲
食
業
経
営
審
議
会 

総
会

　

青
年
部
は
去
る
令
和

５
年
３
月
９
日
（
木
）、

発
足
会
以
来
初
と
な
る

総
会
を
執
り
行
っ
た
。

加
え
て
あ
じ
び
る
グ
ル
ー

プ
代
表
の
本
岡
氏
を
招

き
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
お
も

て
な
し
セ
ミ
ナ
ー
と
題

し
、「
仮
段
階
で
は
あ
あ

る
が
、
京
都
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
創
生
委
員
会
を
設

立
し
、
観
光
地
・
交
通
・

食
事
・
体
験
・
物
販
全
て

京
都
魚
菜
鮓
商
協
同
組
合
青
年
会

令
和
５
年
度
通
常
総
会
を
開
催

　

去
る
令
和
５
年
２
月

21
日
（
火
）、
御
旅
町 

田
ご
と
に
お
い
て
、
京

都
魚
菜
鮓
商
協
同
組
合

青
年
会
が
通
常
総
会
を

開
催
し
、
令
和
４
年
度 

事
業
報
告
、
令
和
４
年

度 

収
支
決
算
及
び
監
査

報
告
、
令
和 

５ 

度 

事

業
計
画
案
、
収
支
予
算

案
な
ど
を
審
議
し
、
全

て
承
認
さ
れ
た
。

京
都
魚
菜
鮓
商
協
同
組
合

通
常
総
会
、
並
び
に
懇
親
会
を
開
催

　

去
る
令
和
５
年
２
月

21
日
（
火
）、
京
都
中
央

卸
売
市
場
関
連
10
号
棟

２
階
会
議
室
に
お
い
て
、

京
都
魚
菜
鮓
商
協
同
組

合
が
第
67
期
通
常
総
会

を
開
催
、
２
０
２
２
年

度
事
業
報
告
、
決
算
報

告
、
２
０
２
３
年
度
事

業
計
画
案
、
予
算
案
な

ど
が
審
議
さ
れ
た
。
役

員
改
選
に
つ
い
て
は
、

田
中
登
理
事
長
以
下
、

副
理
事
長
、
専
務
理
事

も
全
て
留
任
。

　

ま
た
３
月
14
日
（
火
）

に
は
京
料
理
と
り
よ
ね

に
お
い
て
懇
親
会
を
開

催
。
参
加
者
は
田
中
登

理
事
長
ほ
か
22
名
。

が
連
動
す
る
ク
ー
ポ
ン
や

周
遊
パ
ス
を
組
み
立
て

れ
ば
ど
の
よ
う
な
効
果

が
得
ら
れ
る
か
」
と
い
う

内
容
の
講
演
を
行
っ
た
。

　

第
二
部
は
コ
ケ
ナ
ワ

社
に
よ
る
ゲ
ー
ム
を

使
っ
た
新
規
顧
客
獲
得

に
向
け
、
各
店
舗
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
設
置
や
分
か

り
や
す
い
ゲ
ー
ム
性
で

の
ク
ー
ポ
ン
配
布
等
の

内
容
で
あ
っ
た
。

こ
の
３
年
間
を
学
び
に
替
え
て

令
和
４
年
度 

京
都
料
理
組
合
総
会

　

去
る
令
和
５
年
３
月

29
日
（
水
）
午
後
５
時

よ
り
、
京
都
料
理
組
合

が
定
時
総
会
を
行
っ
た
。

令
和
４
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
、
令
和
５
年

度
事
業
計
画
、
収
支
予

算
な
ど
、
全
て
承
認
さ

れ
た
。
参
加
者
は
61
名
。

役
員
改
選
は
な
く
、
組

合
長
以
下
、
理
事
は
留

任
す
る
。

　

総
会
の
開
催
に
あ

た
っ
て
寺
田
紳
一
組
合

長
は
、
制
限
の
あ
る
中

で
開
催
し
た
昨
年
の
京

料
理
展
示
大
会
に
つ
い

て
、「
苦
し
か
っ
た
」
と

胸
の
内
を
明
か
し
つ
つ
、

「
桜
満
開
で
、
正
に
舞
い

散
る
希
有
な
日
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
い
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
は
、

勉
強
の
日
々
だ
っ
た
。

良
き
こ
と
も
、
悪
し
き

こ
と
も
、
お
声
を
頂
戴

し
た
こ
と
を
学
び
に
替

え
て
進
ん
で
い
き
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。

　

ま
た
、
79
名
が
参
加

し
た
懇
親
会
に
は
門
川

大
作
京
都
市
長
ら
の
来

賓
を
迎
え
、
京
都
市
長

は
祝
辞
で
、
寺
田
組
合

長
は
挨
拶
で
、
そ
れ
ぞ

れ
感
慨
の
こ
も
っ
た
謝

辞
を
述
べ
た
。

令
和
４
年
度 
第
４
回 

三
役
会
並
び
に

令
和
４
年
度 
第
２
回 

理
事
会
を
開
催

　
　

去
る
令
和
５
年
３
月

13
日
（
月
）、ウ
ィ
ズ
ユ
ー

に
お
い
て
、
令
和
４
年

度
第
４
回
三
役
会
が
開

催
さ
れ
、
理
事
長
ほ
か

10
名
が
出
席
、
終
了
後

に
令
和
４
年
度
第
２
回

理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

理
事
13
名
が
出
席
し
た
。

議
題
は
三
役
会
・
理
事

会
と
も
次
の
通
り
。

《
報
告
事
項
》

●
青
年
部
発
足
会
並
び

に
飲
食
業
経
営
審
議

会
設
立
に
つ
い
て

●
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
女
性

部
交
流
会
・
今
後
の

活
動
に
つ
い
て

●
青
年
部
事
業
「
子
ど

も
食
堂 
協
賛
」
に
つ

い
て

《
審
議
事
項
》

●
事
務
所
体
制
に
つ
い
て

●
来
年
度
予
算
案
の
策

定
に
つ
い
て

●
新
規
の
単
組
設
立
に

つ
い
て

●
来
年
度
事
業
に
つ
い

て
（
指
導
セ
ン
タ
ー

共
催
事
業
）

●
生
衛
組
合
に
よ
る
支

援
ニ
ー
ズ
発
掘
の
た

め
の
巡
回
指
導
に
つ

い
て

●
京
都
銀
行
、
専
用
振

込
用
紙
の
取
扱
い
終

了
に
つ
い
て

●
定
款
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

●
全
国
大
会
に
つ
い
て

●
役
員
改
選
に
つ
い
て

●
振
興
計
画
の
変
更
申

請
に
つ
い
て

●
そ
の
他

　
　

今
年
度
で
役
員
の
任

期
満
了
と
な
り
、
来
期

の
理
事
長
に
つ
い
て
は

牧
野
理
事
長
再
任
の
推

薦
が
あ
り
、
全
員
一
致

で
承
認
。
牧
野
理
事
長

が
決
意
表
明
を
述
べ
た
。

　
　

ま
た
、
長
年
、
副
理

事
長
を
務
め
た
魚
菜
組

合
の
佐
野
栄
次
氏
が
体

調
不
良
に
よ
り
３
月
末

で
退
任
。
残
任
期
間
は

青
年
部
部
長
の
中
谷
安

志
氏
が
就
任
す
る
。

京
都
府
飲
食
業
生
活
衛
生

同
業
組
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都
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二
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中
華
料
理
店
の
業
界
動
向
に
つ
い
て

○
２
人
以
上
世
帯
に
お
け
る 

２

０
１
５
年
の
中
華
料
理
店
の

外
食
支
出
額
は
４
６
９
１
円

／
年
。
そ
れ
以
降
、
２
０
１

９
年
ま
で
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推

移
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

で
、
２
０
２
０
年
に
は
３
９

５
６
円
／
年
と
２
０
１
５
年

の
84
％
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

○
翌
２
０
２
１
年
に
３
７
３
２

円
／
年
と
さ
ら
に
落
ち
込

み
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
が
続
く
。

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
日
暮
里
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
に
て

令
和
４
年
度
若
手
経
営
者
研
修
会
開
催

　

去
る
令
和
５
年
２
月

20
日
午
後
１
時
30
分
よ

り
、
東
京
日
暮
里
の
ア
ー

ト
ホ
テ
ル
日
暮
里
ラ
ン

グ
ウ
ッ
ド
に
お
い
て
、

全
国
中
華
料
理
生
活
衛

生
同
業
組
合
連
合
会
の
、

令
和
４
年
度
、
若
手
経

営
者
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

出
席
は
東
部
地
区
、

関
東
地
区
、
西
部
地
区

か
ら
の
企
画
委
員
30
名

お
よ
び
事
務
局
２
名
で
、

内
容
は
左
記
。

《
第
一
部
》
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
に
つ
い
て

《
第
二
部
》
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
時
代
の
経
営

《
第
三
部
》
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム 
意
見
交
換
会

　

第
一
部
で
は
、
財
務

省
主
税
局
税
制
第
二
課

の
局
員
に
よ
る
、
今
年

10
月
１
日
か
ら
開
始
さ

れ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

（
適
格
請
求
書
等
保
存
方

式
）
に
つ
い
て
の
講
習
。

　

第
二
部
で
は
、
一
般

財
団
法
人
フ
ー
ド
ア
カ

ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
協
会
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
遠
山

景
子
氏
に
よ
る
材
料
費

高
騰
対
策
と
新
規
客
集

客
に
つ
い
て
の
セ
ミ

ナ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

第
三
部
の
意
見
交
換

会
で
は
、
こ
れ
か
ら
の

組
合
の
あ
り
方
を
考
え

る
、
と
し
て
、
ま
ず
、
全

国
大
会
に
つ
い
て
意
見

交
換
が
さ
れ
、
ま
た
全

国
大
会
式
典
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
、
各
組
合

の
負
担
を
軽
減
で
き
る

よ
う
、
本
部
役
員
お
よ

び
企
画
委
員
会
が
サ

ポ
ー
ト
し
、
会
を
盛
り

上
げ
て
い
く
こ
と
を
提

案
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
後
は
懇
親
会

が
池
袋
の
四
川
飯
店
で

行
わ
れ
、
料
理
の
研
修

を
兼
ね
て
、
こ
ち
ら
で
も

貴
重
な
意
見
交
換
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

副
理
事
長　

杉
山
公
和

令
和
５
年
度
事
業
計
画 

・
歳
入
歳
出
予
算
案
等

第
１
４
５
回
通
常
組
合
会
で
承
認

　

去
る
令
和
５
年
３
月

８
日
（
水
）
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
京
都
に
お
い
て
、

第
１
４
５
回
通
常
組
合

会
・
令
和
４
年
度
単
位

組
合
代
表
者
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
事
業
計

画
等
６
つ
の
議
案
は
全

て
承
認
さ
れ
、「
料
飲
国

保
の
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
」
の
報
告
を
受

け
た
意
見
交
換
で
は
、

単
位
組
合
の
代
表
者
か

ら
「（
単
位
組
合
の
）
交

付
金
を
３
段
階
で
減
ら

す
案
は
、
組
合
員
を
頑

張
っ
て
増
や
し
て
き
た

組
合
が
大
き
く
減
る
。

見
直
し
を
急
に
や
る
の

は
乱
暴
」「
保
険
制
度
を

「
料
飲
国
保
の
ご
案
内（
保
存
版
）」等
は

届
き
ま
し
た
か
？

◆第１８１回通常理事会
　令和５年７月４日（火） 於：京都府旅館会館
◆第１４６回通常組合会
　令和５年７月３１日（月）
　於：京都ガーデンパレス（予定）

〜
半
日
人
間
ド
ッ
ク
等
の

予
約
は
お
早
め
に
！
〜

　

３
月
末
に
、
令
和
５
年
度

の「
料
飲
国
保
の
ご
案
内（
保

存
版
）」
や
「
健
康
診
断
の

ご
案
内
（
要
約
版
）」
等
を
、

全
て
の
被
保
険
者
の
世
帯
に

送
付
し
ま
し
た
が
、
ご
覧
い

た
だ
け
ま
し
た
か
？

　

出
産
育
児
一
時
金
の
改
定

や
、
半
日
人
間
ド
ッ
ク
・
ミ

ニ
ド
ッ
ク
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

（
乳
が
ん
検
診
・
子
宮
頸
が

ん
検
診
）
の
無
料
化
等
の
料

飲
国
保
の
様
々
な
給
付
や
申

請
手
続
き
等
を
詳
し
く
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
半
日
ド
ッ
ク
や
ミ

ニ
ド
ッ
ク
は
今
か
ら
予
約
で

き
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
予

約
く
だ
さ
い
。

守
る
た
め
に
一
番

守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
被
保

険
者
。
交
付
金
は

で
き
る
だ
け
減
ら

し
て
欲
し
く
な
い

が
、
組
合
員
の
保

険
料
が
上
が
る
の

は
大
変
」「
扱
い

額
が
24
億
円
、
１
０
０

分
の
１
で
考
え
る
と
、

２
４
０
０
万
円
の
売
り

上
げ
の
店
が
１
３
０
万

円
の
赤
字
を
出
し
て
、

さ
ら
に
来
年
度
50
万
円

の
赤
字
が
出
る
。
つ
ま

り
毎
年
90
万
円
の
赤
字

が
出
て
、
貯
金
が
２
０

０
万
円
を
切
っ
た
ら
解

散
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

る
。
危
機
感
を
も
っ
て

交
付
金
に
頼
ら
な
い
組

合
運
営
を
目
指
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
等
々

の
意
見
が
出
さ
れ
、
懇

親
会
で
も
様
々
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
と
思

い
ま
す
。

　

な
お
、
交
付
金
の
あ

り
方
等
に
つ
い
て
は
７

月
に
む
け
て
引
き
続
い

て
検
討
を
行
っ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
は
、
医

療
費
や
前
期
高
齢
者
納

付
金
等
の
高
齢
者
関
係

拠
出
金
の
増
加
等
に
よ

り
、
厳
し
い
財
政
運
営

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
組
合
員
・
被
保
険

者
の
皆
様
が
健
康
で
安

心
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
う
、

役
職
員
一
同
、
簡
素
で

効
率
的
、
持
続
的
な
料

飲
国
保
の
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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今
後
の
予
定

令和5年度 料飲国保組合 歳入出予算の概要

［予算総額］24億4,743万7千円〈＋3億6,561万2千円 17.6%増〉
［歳入］ ◇保険料の増加（R4年保険料改定）〈＋1億9,697万5千円 21.6%増〉
 ◇国庫支出金（国庫補助金）の増加〈＋1億4,335万3千円 16.1%増〉
［歳出］ ◇保険給付費（医療費等）の3か年連続増加〈＋8,461万円 7.9%増〉
 ◇高齢者関係拠出金（後期高齢者支援金、前期高齢者納付金、介護納付金）の大幅な
　 　増加〈＋1億3,041万円 17.9%増 うち前期高齢8,190万円 5.23%増〉
 ◇共同事業拠出金（高額医療費共同事業）の増加〈903万7千円 18.7%増〉

〈令和5年度予算の特徴：令和4年度当初予算との比較〉

歳入科目 令和5年度予算 伸び率
歳入総額

国民健康保険料
国庫支出金
その他補助金
共同事業交付金
財産収入
繰入金
繰越金

117.6%
121.6%
116.1%
100.0%
146.0%
100.1%
0.0%
133.7%

⬆
⬆
⬆

⬆

⬆
100.0%

令和4年度当初予算 増　減
24億7,743万7千 20億8,182万5千 3億6,561万2千

2億5,558万5千 1億9,110万0千 6,448万5千
161万3千 162万1千 -8千

11億1,038万0千 9億1,340万6千 1億9,697万4千
10億3,589万0千 8億9,253万9千 1億4,335万1千

660万0千 660万0千 0
3,427万3千 2,346万8千 1,080万5千
309万3千 308万9千 4千

3千 5,000万2千 -4,999万9千

雑収入等

令
和
５
年
度 

歳
出
予
算

（単位：円）（単位：円）
歳出科目 令和5年度予算 伸び率
歳出総額

総務費・組合会費
保険給付費

後期高齢者支援金等
前期高齢者支援金等
介護納付金
共同事業拠出金
保健事業費

117.6%
99.1%
107.9%
112.7%
152.3%
100.4%
118.7%
99.1%

⬆
⬇
⬆
⬆
⬆
⬆
⬆

⬆
⬇
503.1%

令和4年度当初予算 増　減
24億7,743万7千 20億8,182万5千 3億6,561万2千

6,670万3千 6,731万7千 -61万4千
1億7,886万3千 3,555万4千 1億4,330万9千

1億2,683万1千 1億2,797万1千 -114万0千
11億6,059万1千 10億7,598万1千 8,461万0千
4億2,428万7千 3億7,648万2千 4,780万5千
2億3,853万4千 1億5,663万0千 8,190万4千
1億9,424万1千 1億9,354万0千 70万1千
5,738万7千 4,835万0千 903万7千

予備費・処支出金

令
和
５
年
度 

歳
入
予
算

中
華
料
理
店
の
外
食
金
額
は
コ
ロ
ナ
禍
で
２
割
以
上
減
少

依
然
コ
ロ
ナ
の
影
響
大

○
今
後
、
わ
が
国
の
人
口
は
減
少
が
続
く
た
め
、
顧
客
数
の
減
少
は
必
至
。

ま
た
、
総
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
増
加
し
て
お
り
、

２
０
２
０
年
は
28
・
７
％
で
、
今
後
も
上
昇
す
る
。
利
用
客
を
増
や
す

に
は
他
店
と
ど
の
よ
う
に
差
別
化
を
図
る
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
付
加

価
値
を
つ
け
て
客
単
価
を
向
上
さ
せ
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
と
な

る
。

○「
仕
入
価
格
・
人
件
費
等
の
上
昇
を
価
格
に
転
嫁
困
難
」
に
つ
い
て
は
、

価
格
に
転
嫁
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
か
、
収
益

を
上
げ
る
か
が
求
め
ら
れ
、
ま
ず
は
対
策
が
立
て
や
す
い
コ
ス
ト
を
見

直
し
、
そ
の
う
え
で
値
上
げ
を
検
討
。
そ
の
際
は
、
利
用
客
に
十
分
理

解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
積
極
的
に
情
報
の
発
信
が
必
須
と
な
る
。

中
華
料
理
店
の
経
営
上
の
問
題
点
は
「
顧
客
数
の
減
少
」

「
仕
入
価
格
・
人
件
費
等
の
上
昇
を
価
格
に
転
嫁
困
難
」

〇 

中
華
料
理
店
の
売
上
Ｄ
Ｉ
と

利
用
客
数
Ｄ
Ｉ
を
見
る
と
、

近
年
、
売
上
Ｄ
Ｉ
は
一
定
の

マ
イ
ナ
ス
を
示
し
て
い
る
も

の
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
、

利
用
客
数
Ｄ
Ｉ
は
２
０
１
７ 

年
以
降
も
マ
イ
ナ
ス
が
続
い

て
い
た
と
こ
ろ
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

で
２
０
２
０
年
は
大
幅
な
マ

イ
ナ
ス
に
。

○
２
０
２
１
年
10
〜
12
月
期
に

は
改
善
が
み
ら
れ
る
が
、
売

上
、
利
用
客
数
と
も
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ズ
感
染
症

の
影
響
を
受
け
や
す
い
た

め
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
。

売
上
Ｄ
Ｉ
と
利
用
客
数
Ｄ
Ｉ
は
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
急
激
に
悪
化
す
る
も

２
０
２
１
年
10
〜
12
月
期
に
は
改
善

中華料理店の売上DIと利用客数DI
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2人以上世帯の「中華食」「一般外食」の家計消費指数（2015年＝100）
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中華料理店 主な経営上の問題点
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乙文（おとぶん）
京都市下京区花屋町通壬生西入ル薬園町158
TEL.075（351）2792

木村　一智

マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
の
背
泳
ぎ
で

　
　
　
　
　

金
メ
ダ
ル
獲
り
ま
し
た Kimura  Kazutomo

＼ ／

5歳から水泳を始め、大卒後、社会人では教える側に。
5年は働きたいと思っていたが、「3年で父に『どうす
んねん？』と（笑）」。家業に就くタイミングこそ想定
より 2年ズレたが、職歴も 2桁に乗り、「ゼロから仕
上げまで手がけるようになって、何事も自分に言わ
れている気になってきました」。昭和 2年創業の看板
の重みを心地よく実感している。

言
い
た
い

放
談

今
月
の

組合がプロジェクトの窓口でもいい。
京
都
府
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合 

加
悦
谷
支
部　
　
　
　
　

支
部
長　

公
手　

弥

く

で

わ
た
る

町
興
し
か
ら
つ
な
が
る
名
物
と
地
産
地
消

新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
だ
っ
て
で
き
ま
す
よ

店
も
ひ
と
り
。
客
も
ひ
と
り
。

そ
れ
で
も
良
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　

先
代
支
部
長
の
中
西

さ
ん
が
こ
の
欄
で
お
っ

し
ゃ
っ
て
た
、「
与
謝
野

駅
か
ら
の
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
に
桜
を
植
樹

し
て
町
興
し
を…

」
と

言
う
話
。
ア
レ
実
は
言

い
出
し
っ
ぺ
は
私
で
し

て
。
や
は
り
地
元
に
ウ

リ
が
欲
し
い
、
と
。

　

こ
の
ロ
ー
ド
が
、
そ

も
そ
も
府
道
で
、
府
の

管
轄
で
敷
居
が
高
く
て
。

な
ら
ば
「
道
に
隣
接
し

て
い
る
町
の
共
有
地
を

借
り
て
や
ろ
う
」
と
寄

付
を
募
っ
て
、
で
、
植

樹
が
成
功
し
た
ん
で
す
。

日
本
人
も
外
国
人
も
、

や
っ
ぱ
り
日
本
と
言
え

ば
桜
。
桜
が
好
き
や
な
ぁ

と
。
こ
れ
が
さ
ら
に
、

夏
は
ひ
ま
わ
り
、
秋
は

コ
ス
モ
ス
、
み
た
い
に
名

所
が
増
え
て
い
っ
た
ら

い
い
と
思
う
ん
で
す
。
欲

し
い
の
は
「
誇
れ
る
も

の
」
だ
と
思
う
ん
で
す
。

日
本
人
も
外
国
人
も
桜
が
好
き

要
は
「
誇
れ
る
も
の
」
が
あ
る
こ
と

　

こ
の
桜
を
今
、「
見
る

桜
」
か
ら
「
食
べ
る
桜
」

に
し
て
い
ま
す
。
桜
の
葉

の
塩
漬
け
で
す
。
こ
れ
を

中
国
産
や
の
ぉ
て
、
京

都
産
、
地
元
産
の
桜
で
や

ろ
う
と
。
自
宅
前
の
休

耕
地
に
桜
を
１
０
０
０

本
ほ
ど
植
え
ま
し
て
、
去

年
の
葉
を
収
穫
し
て
、
10

万
枚
分
を
漬
け
て
、
葉
の

サ
イ
ズ
ご
と
に
１
パ
ッ

ク
５
０
０
枚
入
り
で
今

年
商
品
化
で
き
た
ん
で
す

よ
。
構
想
を
練
れ
ば
ど

ん
な
メ
ニ
ュ
ー
だ
っ
て

で
き
ま
す
よ
。

　

桜
っ
て
、
育
つ
の
が

早
く
て
、
育
っ
て
き
た

ら
膝
よ
り
低
い
ぐ
ら
い

の
高
さ
か
ら
上
は
切
っ

て
し
ま
う
ん
で
す
。
葉

以
外
は
ス
モ
ー
ク
の

チ
ッ
プ
に
し
ま
す
。
無

駄
な
く
使
い
ま
す
よ
。

先
の
桜
の
植
樹
チ
ー
ム

を
合
同
会
社
に
し
て
、

「
百
商
一
気
」
と
い
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
か

組
織
で
や
っ
て
ま
す
。

１
回
や
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
終
わ
り
、
と
い
う

の
で
は
忍
び
な
い
で
す

し
、
農
業
と
飲
食
と
い

う
不
可
分
な
者
同
士
で
、

地
産
地
消
の
循
環
型
モ

デ
ル
と
し
て
続
け
て
い

き
た
い
し
、
新
た
に
野

田
川
の
堤
防
に
芥
子
菜

を
育
て
る
と
い
う
構
想

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
商
工
会
の
料

飲
業
部
会
の
部
長
と
い

う
肩
書
き
で
や
っ
て
る

ん
で
す
が
、
こ
う
い
う

取
り
組
み
の
窓
口
が
飲

食
の
各
組
合
で
あ
っ
て

も
い
い
で
し
ょ
う
？

　

と
言
う
て
、
私
は
あ

く
ま
で
「
言
い
出
し
っ

ぺ
」
で
、
実
務
は
ほ
と

ん
ど
皆
さ
ん
に
手
伝
っ

て
も
ら
っ
て
る
ん
で
す

け
ど
ね
（
笑
）

誇
れ
る
桜
を
食
べ
る
も
の
に

そ
の
主
体
が
組
合
だ
っ
て
い
い

　

就
任
は
２
０
２
１
年

や
っ
た
と
思
い
ま
す
。

降
っ
て
湧
い
た
よ
う
な

感
じ
で
す
が
、
副
支
部

長
も
や
っ
て
ま
し
た
し
、

大
先
輩
か
ら
言
わ
れ
て

イ
ヤ
と
は
言
え
ず
（
笑
）。

当
店
の
創
業
が
２
０
０

７
年
、
当
時
私
が
45
歳

で
最
年
少
で
し
た
か
ら
。

古
く
か
ら
お
店
を
さ
れ

て
い
る
先
輩
が
多
い
で

す
し
ね
。

　

支
部
長
ら
し
い
こ
と

は
ま
だ
何
に
も
し
て
な

い
ん
で
す
よ
。
取
材
し

て
も
ら
っ
て
何
で
す
け

ど
も
、「
そ
な
い
に
店
も

多
く
な
い
の
で
、
送
っ

て
い
た
だ
く
新
聞
の
数
、

も
っ
と
少
な
く
て
良
い

で
す
よ
」
と
お
伝
え
し

た
ぐ
ら
い
で
（
笑
）。

　

組
合
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
は
慰
安
旅
行
で
す

か
ね
。
大
江
戸
温
泉
行
っ

た
り
ね
。
今
は
休
み
を

合
わ
せ
る
の
が
大
変
と

言
い
ま
す
が
、
休
ん
で

る
よ
う
な
も
ん
と
い
う

店
も
あ
る
じ
ゃ
な
い
で

す
か（
笑
）。
家
賃
が
あ
っ

て
、
リ
ー
ス
の
返
済
が

あ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
を
経

て
も
、
緩
い
カ
ー
ブ
で

下
が
り
続
け
て
い
る
と

は
思
い
ま
す
が
、
続
け

る
こ
と
が
大
切
な
ん
で

す
。
辞
め
た
ら
老
け
る

ん
で
す
。

　

店
も
ひ
と
り
。
客
も

ひ
と
り
。
商
売
抜
き
で

暇
つ
ぶ
し
ぐ
ら
い
の
気

持
ち
で
。
大
儲
け
は
で

き
ひ
ん
け
ど
、
お
客
さ

ん
と
話
す
こ
と
。
長
年

の
お
客
さ
ん
を
大
事
に

す
る
こ
と
。
常
連
さ
ん

と
「
何
十
年
経
っ
た

ね
ぇ
」
が
、
大
切
な
ん

で
す
。

京
都
府
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合 

加
悦
谷
支
部

昭
和
43
年
１
月
設
立

加
盟
店
舗
数
：
16
軒（
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
）

【
事
務
所
】与
謝
郡
与
謝
野
町
石
川
８
７
７

弥
次
喜
多
内

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
７
２（
４
２
）０
８
４
３

﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
７
２（
４
２
）３
１
９
３

公
手　
弥

（
く
で 
わ
た
る
）

10
代
か
ら
飲
食
の
道
に
。

親
戚
の
食
材
卸
業
、
後

に
参
入
し
た
飲
食
店
で

の
勤
務
な
ど
を
経
て
、

２
０
０
７
年
に
「
話
食

の
隠
れ
家 

弥
次
喜
多
」

を
独
立
開
業
。
文
中
に

あ
る
「
百
商
一
気
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
商
工
会

料
飲
業
部
会
部
長
な
ど
、

精
力
的
に
活
動
。
昨
年
、

自
店
の
15
周
年
記
念
ラ

イ
ブ
で
は
バ
ン
ド
を
組

み
歌
も
披
露
。

焼く、蒸すは当たり前
身を切って出せる！

阿蘇海ハマグリ

- ３ -

　写真の立派なハマグリ、右の写真はほぼ原寸大だ。
4月1日に漁が解禁になり、泥を落とすのに数日泳が
せ、市場に出るのは10日頃から。漁場は阿蘇海。天
橋立によって宮津湾が仕切られた部分の内海だ。水
の行き来が少なく、プランクトンが豊富で、栄養をたっ
ぷり摂取してこのサイズ、ということなのだが、この天然
の本ハマグリ、現在では全国でも希少で、当地では業者ご
とに出荷量を決められている。株式会社 山一水産の佐田野寛
司専務によると、「個体数が減らないように資源管理をしてい

て、漁の期間も1カ月と短く、
とにかく希少。ただ身はしっか
りしていて縮みにくいし、何より
出るダシが違います」とのこと。
さて、どうするか？ 酒蒸し、白
ワイン蒸し、浜焼き風に網で焼
く…。良い素材こそシンプルに

…も鉄板
だが、これだ

けのサイズであれ
ば、身をスライスするこ

とも可能だ。敢えて身を茹
でてマリネもあり、天ぷらにする店もあるという。G
Ｗの声が聞こえてくるこの時期、京都と言えば丹後ト
リ貝だが、その前に忘れてはいけない、宝の貝である。

取材協力：株式会社 山一水産
京都府宮津市鶴賀2166　☎0772（25）1014

その日の漁獲量や相場にもよるが、1㎏詰まった状態でおよそ4,800円～
6,800円。個数にすると7～8粒。1粒約1,000円と上等な食材ではあるが、
1粒で十分一皿が埋まると考えれば、グッと現実的に

京  都  料  理  飲  食  新  聞２０２３年（令和５年）４月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可　定価一部１０円 第３５６号 （４）


